
「地域支え合い体制づくり事業」事例集

見守りネットワークの立ち上げ支援

（ 美浜町 ）

【２】見守りネットワークの構築

区長、民生委員、福祉委員、老人家庭相談員等

見守り活動の担い手

地域の人との交流が少なくなって孤立しがちな高齢者等が増加している。日常生活になんらかの不安のあ

る方が、孤立して深刻な状況に陥らないよう、地域住民の協力の下、自治会長、民生委員等福祉関係者が

連携した見守りネットワーク立ち上げを支援する取組みを始めた。

活動を始めたきっかけ

一人暮らし高齢者、高齢者のみの世帯、災害時用

援護者等

見守り対象者

○見守りネットワーク立ち上げ

・ 各区で研修会を開催し、先進地区の事例紹介を実施

・ 自主防災組織育成推進視察研修

・ 支援活動用の車両を購入

・ 地区説明会用パソコンを購入

・ 集落への支援用品（マグライト）の配布

・ 見守りが必要な世帯の情報を共有するための要支援者リストの作成プロセスで、支援方法等の

検討を行っている。

活動概要

実施地域 美浜町全域

実施主体 美浜町

所在地 美浜町郷市第25号25番地

  代表者 町長 山口治太郎

基礎情報



「地域支え合い体制づくり事業」事例集

見守りネットワークの必要性を理解してもらう入り口として、現在関心の高い地域での自主防災について

説明を行っている。

工夫した点

民生委員、福祉委員からの情報提供及び高齢者支援センターによる実態把握

見守りが必要な人の把握方法

ネットワークの立ち上げ数：１１集落／全３７集落のうち（平成25年 1月末現在）

ネットワークの立ち上げの過程を通じて、地域住民同士の交流促進が図れた。

活動の成果・異変発見事例

平成２３年度は、地域支え合い体制づくり事業

補助金を活用。

平成 24年度以降は、町の一般財源で対応。

事業の財源

集落によって取組みに大きな差があること。

課題

問合せ先： 美浜町総務課防災安全室 （TEL：0770-32-6700 FAX：0770-32-1115）

見守りネットワークの設立数を、一つでも多く

増やし、全町での立ち上げを目指す。

今後の目標


